
楠
田
大
蔵
市
長
が
令
和
３
年
度

経
営
方
針
に
つ
い
て
発
表
し
、
本

市
職
員
に
向
け
て
周
知
を
図
り
ま

し
た
。

は
じ
め
に

令
和
２
年
度
は
、
昨
年
度
太
宰

府
市
が
新
元
号
「
令
和
発
祥
の
都
」

と
し
て
大
き
な
注
目
を
受
け
た
こ

と
を
追
い
風
に
、
市
を
あ
げ
て
前

例
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想

と
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
駆

使
し
た
こ
と
に
よ
り
市
税
や
ふ
る

さ
と
納
税
が
大
幅
に
増
加
し
た
事

を
受
け
、
約
２
５
０
億
円
と
過
去

最
大
の
事
業
規
模
の
「
令
和
還
元

予
算
」
を
も
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
世
界
的
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
の

高
ま
り
に
よ
り
４
月
７
日
に
関
東

関
西
に
加
え
福
岡
県
で
も
一
カ
月

余
り
に
わ
た
り
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、
解
除
後
も
引
き
続
き

感
染
状
況
は
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
、
本
市
へ
の
観
光
客
の

激
減
や
市
内
経
済
活
動
、
市
民
生

活
の
停
滞
な
ど
年
度
当
初
か
ら
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
国
や

県
の
対
策
に
加
え
臨
時
議
会
３
度

を
含
む
５
度
の
議
会
で
追
加
補
正

予
算
を
組
み
、
個
人
、
事
業
者
問
わ

ず
質
、
量
共
に
備
え
た
緊
急
支
援

策
を
大
胆
か
つ
迅
速
に
実
施
し
て

き
た
一
方
で
、
当
初
予
算
で
計
上

し
て
い
た
事
業
の
大
胆
な
見
直
し

を
行
い
、
身
を
切
る
改
革
を
は
じ

め
１
億
円
規
模
の
歳
出
カ
ッ
ト
を

断
行
し
た
。

こ
の
１
億
円
に
加
え
、
昨
年
の

令
和
を
反
映
し
た
歳
入
増
な
ど
に

よ
る
剰
余
金
１
億
円
、
４
倍
増
を

記
録
し
た
昨
年
を
も
大
き
く
上
回

る
勢
い
の
ふ
る
さ
と
納
税
増
１
億

円
を
活
用
し
て
基
金
取
り
崩
し
は

行
わ
ず
、
国
や
県
の
交
付
金
を
活

か
し
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
こ
と
で
、
施
政
方
針
や
太
宰
府

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
(
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
)
も

着
実
に
実
行
し
て
き
た
。

「
底
力
総
発
揮
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
福
岡
県
や
九
州
電
力
と
の
人

事
交
流
、
市
の
主
要
団
体
で
構
成

す
る
ブ
ラ
ン
ド
創
造
協
議
会
と
の

W
i
t
h

コ
ロ
ナ
連
携
、
複
数
の
企
業
、

自
治
体
間
の
九
州
観
光
促
進
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
協
定
締
結
、
職
員
採

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

人
材
の
確
保
、
太
宰
府B

e
a
u
t
i
f
u
l
 

H
a
r
m
o
n
y
 

フ
ァ
ン
ド
の
設
置
や
ふ

る
さ
と
納
税
(
写
真
①
)
に
よ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
支
援
な

ど
を
行
っ
た
。

「
全
世
代
居
場
所
と
出
番
構
想
」

に
つ
い
て
は
、
念
願
の
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

稼
働
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
お
け
る
「
１
人
１
台
」
パ
ソ
コ
ン

実
現
の
予
算
確
保
、
ス
マ
イ
ル
レ

タ
ー
の
実
施
、
就
職
氷
河
期
世
代

の
市
職
員
採
用
、
保
育
所
等
新
規

採
用
保
育
士
家
賃
助
成
事
業
お
よ

び
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
(
写

真
②
)
に
お
け
る
事
業
提
案
な
ど

を
行
っ
た
。

「
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
者
に

対
し
て
御
礼
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
依
頼
の
は

が
き
を
郵
送
し
関
係
人
口
の
増
加

に
努
め
、
本
市
独
自
の
日
本
遺
産

で
あ
っ
た
古
代
日
本
の
「
西
の
都
」

を
近
隣
自
治
体
を
巻
き
込
む
広
域

的
な
形
に
変
更
し
て
改
め
て
認
定

を
受
け
、
令
和
発
祥
の
都
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
(
イ
ラ
ス
ト
③
)
を

活
用
し
、
史
跡
客
館
跡
の
供
用
を

開
始
す
る
な
ど
し
た
。

「
持
続
可
能
な
太
宰
府
構
想
」
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
大
雨
対
応
を
進
め
る
中

で
防
災
力
を
着
実
に
高
め
、
大
胆

な
歳
出
見
直
し
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
行
財
政
改
革
を
先
取
り

し
、
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
１

階
の
活
用
に
つ
い
て
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
行
い
、
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
の
導
入
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
た
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
の

検
討
を
進
め
、
高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
な
ど
を
行
っ
た
。

重
ね
て
、
依
然
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
つ
い
て

は
全
く
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
時
こ
そ

行
政
の
出
番
で
あ
る
と
の
強
い
思

い
を
持
ち
、
発
想
を
柔
軟
に
し
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
未
曽
有
の
危

機
に
お
い
て
、
職
員
が
一
丸
と
な

り
、W

i
t
h

コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る

「
令
和
発
祥
の
都
」
に
ふ
さ
わ
し
い

太
宰
府
市
を
創
造
し
て
行
こ
う
。

令
和
３
年
度
経
営
方
針

令
和
３
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、「
経
済
活

性
化
」「
財
政
健
全
化
」「
新
た
な
生

活
様
式
」
の
三
つ
の
視
点
を
組
み

合
わ
せ
た
柔
軟
な
発
想
に
基
づ
く

独
創
的
な
地
方
創
生
を
目
指
す
。

そ
の
際

１
、
職
員
は
常
に
市
民
本
位
、
現
場

主
義
を
心
掛
け
、
三
役
や
上
司

と
の
密
な
報
告
、
連
絡
、
相
談
を

徹
底
し
、
責
任
の
所
在
の
明
確

化
、
信
賞
必
罰
を
旨
と
す
る
。

２
、
職
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
は
、
指

示
待
ち
で
は
な
く
、
常
に
世
の

為
人
の
為
市
の
為
市
民
の
為
と

い
う
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
、

主
体
的
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

３
、
企
画
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
職

員
一
人
一
人
が
前
例
に
と
ら
わ

れ
ず
、
自
由
な
発
想
と
創
意
工

夫
を
も
っ
て
、
中
長
期
的
視
野

に
立
っ
た
企
画
立
案
を
心
掛
け

る
。

以
上
の
三
点
を
常
に
念
頭
に
置

き
、
三
役
、
新
た
な
人
材
、
生
え
抜

き
の
職
員
が
刺
激
し
あ
い
、
良
い

伝
統
は
受
け
継
ぎ
、
改
め
る
べ
き

も
の
は
果
敢
に
改
め
、
よ
り
良
い

市
政
へ
と
さ
ら
に
踏
み
出
し
て
行

こ
う
。

経
済
活
性
化
の
視
点

国
内
有
数
の
国
際
観
光
都
市
で

あ
る
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

４
月
~
６
月
期
の
観
光
客
入
込
数

が
令
和
元
年
度
同
月
と
比
較
し
て

92
パ
ー
セ
ン
ト
も
落
ち
込
む
と
と

も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た

め
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
中
止

に
な
る
な
ど
、

市
民
の
生
活

や
経
済
活
動

に
多
大
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
。

財
政
運
営

を
維
持
で
き

る
歳
入
を
確

保
す
る
た
め

に
は
、
民
間
企

業
と
の
積
極

的
連
携
な
ど

に
よ
り
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
観
光
事
業
や
社
会
経
済
活

動
の
一
刻
も
早
い
復
活
、
交
流
人

口
や
関
係
人
口
の
回
復
、
子
育
て

世
代
の
住
環
境
の
向
上
に
よ
る
定

住
・
移
住
促
進
等
に
よ
る
経
済
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
と
共
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
更
な
る
増
収
を

図
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。財

政
健
全
化
の
視
点

Ｉ
Ｍ
Ｆ
(
国
際
通
貨
基
金
)
の
令

和
２
年
度
の
国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

の
見
通
し
が
約
５
％
の
マ
イ
ナ
ス

成
長
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
に
お

け
る
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

を
は
じ
め
と
し
た
市
税
の
減
収
は

不
可
避
で
あ
る
。
一
方
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
や
扶
助
費

の
増
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ

る
維
持
・
更
新
な
ど
に
か
か
る
経

常
的
経
費
の
支
出
も
不
可
避
で
あ

る
。こ

う
し
た
二
重
の
困
難
を
抱
え

る
な
か
、
受
益
と
負
担
の
関
係
を

常
に
念
頭
に
置
き
、
既
存
事
業
に

つ
い
て
も
前
例
に
捉
わ
れ
ず
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
も
視
野
に
入
れ
た
徹
底

し
た
見
直
し
と
効
率
化
に
よ
る
歳

出
削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
重

要
度
や
緊
急
性
、
効
率
性
な
ど
に

応
じ
優
先
順
位
を
つ
け
て
提
案
す

る
こ
と
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

新
た
な
生
活
様
式
の
視
点

５
月
１
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
に

お
い
て
、「
治
療
法
の
確
立
に
向
け

た
明
る
い
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
る

が
、
国
内
に
お
け
る
感
染
状
況
に

応
じ
て
、
持
続
的
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
」
と
し
て
、
長
丁
場
の
対
応

を
前
提
と
し
た
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
定
着
を
求
め
て
お
り
、
再
度

ま
ん
延
が
生
じ
た
場
合
に
は
「
徹

底
し
た
行
動
変
容
の
要
請
」
を
行

う
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
に
生
ま
れ
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
は
、
今
や
市

民
の
生
活
や
経
済
活
動
に
お
い
て

多
様
な
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
て

お
り
、
政
策
立
案
に
お
い
て
は
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
よ
る
市
民

の
生
活
や
社
会
経
済
活
動
の
変
容

を
う
な
が
す
こ
と
で
安
心
感
の
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
誘
致
へ
の
取
り
組
み
な
ど

新
た
な
成
長
を
模
索
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

オンラインでの参加もあったまちづくりビジョン会議（2019 年実施）

２月には、太宰府市を PR するキャラクターが誕生

②②

③③

①①

ふるさと納税を活用し、 新型コロ

ナウイルス感染症による被害事

業者などを支援

令
和
３
年
度

経
営
方
針
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